
試　験　デ　ー　タ　シ　ー　ト　　（№　　１３　　）

試　験　名 トリインフルエンザウィルス試験

使用ｳｨﾙｽ：A/Turkey/Ontario/7732/66(N5N9)(10
5.5

TCID50/100μl:約31万個/100μl)

試験方法
トリインフルエンザウィルスと１％スーパーナノトロン(MEK-01)ＰＢＳ０．９ｍｌ混合し、ローテーターで混合した。

０、５、１５、３０分後にサンプリングし、１万回転遠心分離５分後、上清のウィルス量を測定した。
上清のウィルス量は、ＭＤＣＫ細胞を用い５０％感染価（ＴＣＩＤ５０：Tissue Culture Infectious Dose 50%)

をもって測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　ＰＢＳ　・・・　細菌類を殺さないように保持する溶液

１回目は、スーパーナノトロン(MEK-01)をＰＢＳで１％懸濁液にしたが、十分ＰＢＳで懸濁できず１ｍｍ

程度の沈殿物が存在したため、不活性率が低く出たと考えられる。２回目は、粒子を均一化するため、

スーパーナノトロン（MEK-01)を乳鉢で十分砕いた後、ＰＢＳで１％懸濁液を作製した。従って、２回目

試験結果 の結果をまとめると、約３００,０００個のウィルスが、３０分間１％スーパーナノトロン（MEK-01)懸濁液

と混合することで、約２９７,０００個のウィルスが不活性化された。

３０分で９９．０％のウィルスが不活性化された。
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